
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第２項

【提出先】 東北財務局長

【提出日】 平成22年　11月　15日

【四半期会計期間】 第68期第２四半期（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

【会社名】 株式会社ミヤノ

【英訳名】 MIYANO MACHINERY INC.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　代表執行役員　齊藤　佳春

【本店の所在の場所】 福島県西白河郡矢吹町赤沢500番地

【電話番号】 0248-44-3011（代表）

【事務連絡者氏名】 経営管理部長　轟　信次

【最寄りの連絡場所】 福島県西白河郡矢吹町赤沢500番地

【電話番号】 0248-44-3011（代表）

【事務連絡者氏名】 経営管理部長　轟　信次

【縦覧に供する場所】 該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ミヤノ(E01732)

四半期報告書

 1/30



第一部【企業情報】
 

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期

第２四半期連結
累計期間

第68期
第２四半期連結
累計期間

第67期
第２四半期連結
会計期間

第68期
第２四半期連結
会計期間

第67期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
１月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 3,266,0066,670,9631,401,6723,611,7569,226,683

経常利益又は経常損失（△）
（千円）

△1,184,621160,274△762,591 202,3503,388,108

四半期（当期）純利益又は四半期
（当期）純損失（△）（千円）

△1,706,121276,302△919,643 163,952△4,661,185

純資産額（千円） － － 9,483,7756,609,7796,477,222

総資産額（千円） － － 18,342,69317,192,20315,516,350

１株当たり純資産額（円） － － 164.39 114.81 112.51

１株当たり四半期（当期）純利益
金額又は１株当たり四半期（当
期）純損失金額（△）（円）

△29.63 4.80 △15.97 2.85 △80.96

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － － － －

自己資本比率（％） － － 51.6 38.4 41.7

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー（千円）

△2,417,317503,801 － － △2,240,469

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー（千円）

△580,055△89,386 － － △784,246

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー（千円）

1,966,138△1,015,285 － － 2,553,542

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（千円）

－ － 1,618,8771,556,4362,150,917

従業員数（人） － － 676 542 563

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりません。

３．第67期第２四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存

在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

４．第68期第２四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

５．第67期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失

であるため記載しておりません。

６．第67期は、決算期変更により平成21年１月１日から平成22年３月31日までの15ヶ月決算となっております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、連結子会社であったミヤノマシナリータイランド Co.,Ltd.及びミヤノマシナリーア

ジア Co.,Ltd.は清算結了しております。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 542　 (16)

（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者を含

む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、当第２四半期連結会計

期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 356　 (13)

（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記

載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を報告セグメント別に示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（千円） 前年同四半期比（％）

日本 2,179,401 ─

欧州 ─ ─

北米 ─ ─

アジア 73,621 ─

合計 2,253,023 ─

（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替後の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を報告セグメント別に示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

日本 2,290,623 ─ 2,747,801 ─

欧州 768,371 ─ 505,319 ─

北米 205,759 ─ 261,647 ─

アジア 179,797 ─ 397,082 ─

合計 3,444,550 ─ 3,911,852 ─

（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替後の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を報告セグメント別に示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

日本 2,309,509 ─

欧州 520,124 ─

北米 387,959 ─

アジア 394,163 ─

合計 3,611,756 ─

（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．主要な販売先については、総販売実績の100分の10以上を占める販売先がありませんでしたので記載を省略してお

ります。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　なお、当第２四半期報告書提出日現在において、親会社であるシチズンホールディングス株式会社の連結子会社シチズンマ

シナリー株式会社と当社は、それぞれの強みを生かすとともに業務効率等を更に高めるため、平成22年12月24日に合併契約

を締結、平成23年４月１日に合併する予定であります。

　詳細は、「第５経理の状況」四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）をご覧ください。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したもので

あります。なお、当社は平成22年３月期より決算期を12月31日から３月31日に変更しております。これに伴い、当第２四半期

は前年同期との単純比較ができませんので、前年同期実績についは記載しておりません。

(1）業績の状況

　当第２四半期（平成22年７月１日～平成22年９月30日）におけるわが国経済は、中国を中心とした新興国の景気回復に

牽引される一方、一部先進国の経済の低迷、為替レートの変動等の要因により本格回復には至らないまま推移しておりま

す。

　当工作機械業界においては、平成22年初頭以降中国を筆頭としたアジア諸国からの受注が大きく伸びましたが、受注の急

回復に一部部材の調達が間に合わず生産が遅延化するという状況が生じました。また、円高の継続、エコカー補助金の終了

等の要因により自動車産業を中心に国内設備投資は再び抑えられつつあり不透明感が増して来ております。

　このような状況のもと当社グループにおいては、平成22年年初に販売開始した新機種がアジア市場を中心に好評で迎え

られ業績好転に貢献いたしました。

　その結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高が3,611百万円、営業利益が237百万円、経常利益が202百万円とな

りました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　日本

　アジア新興国景気に牽引される形で設備投資は部分的に再開され、売上高2,309百万円、396百万円の営業利益となりま

した。

②　欧州

　ドイツを中心に一部製造業の設備投資は回復しつつありますがユーロ安の影響により価格競争は厳しく、売上高520百

万円、5百万円の営業損失となりました。

③　北米

　政府の様々な景気刺激策に関わらず個人需要の回復は不十分なため設備投資は低迷しており、売上高387百万円、27百

万円の営業利益となりました。

④　アジア

　年度初頭に比べると落ち着きつつあるものの中国を中心にアジア新興国での設備投資は底堅く、売上高394百万円、39

百万円の営業利益となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第１四半期連結会計期間末と比較して221百万円減

少し、1,556百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、480百万円の収入となりました。

　これは、主に売上債権の増加931百万円、たな卸資産の増加349百万円などにより資金が減少したものの、税金等調整前四

半期純利益194百万円、仕入債務の増加1,318百万円などにより資金が増加した結果であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、61百万円の支出となりました。

　これは、主に有形固定資産の取得による支出55百万円、ソフトウェア等の無形固定資産の取得による支出16百万円により

資金が減少した結果であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、635百万円の支出となりました。

　これは、主に長期借入金の返済400百万円、短期借入金の減少180百万円等により資金が減少した結果であります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　親会社であるシチズンホールディングス株式会社の連結子会社シチズンマシナリー株式会社と当社は、平成23年に合併

する予定であり、その際には現在の当社の管理部門人員がシチズンマシナリー株式会社の御代田事務所に移されることが

計画中であります。

　また、グローバルな視点での更なる経営資源の効率的な投入の一環として、海外各地域の販売子会社についてもシチズン

マシナリー株式会社の子会社との合併等の経営統合を計画しております。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発費の総額は27百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 210,000,000

計 210,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月15日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 58,525,000 57,569,606 非上場
単元株式数
1,000株

計 58,525,000 57,569,606 ─ ─

（注）上場金融商品取引所名については、シチズンホールディングス株式会社との株式交換による完全子会社化に伴い、平成22

年９月28日付で東京証券取引所市場第二部への上場が廃止となっております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　平成17年６月１日に発行した新株予約権は、平成22年７月14日開催の取締役会決議により、平成22年８月31日付で取

得し、消却しております。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～
平成22年９月30日

― 58,525,000 ― 2,651,250 ― 2,198,750

（注）平成22年９月16日開催の取締役会において、会社法178条の規定に基づく自己株式の消却を決議し、平成22年10月１日付で

955,394株の自己株式の消却を実施しております。
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（６）【大株主の状況】

  平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

シチズンホールディングス株式会社 東京都西東京市田無町６丁目１番12号 37,783 64.55

ゴールドマン・サックスインターナ
ショナル
（ゴールドマン・サックス証券株式
会社）

133 FLEET STREET LONDON EC4A2BB,U.K
（東京都港区六本木６丁目10番１号
六本木ヒルズ森タワー）

1,117 1.90

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証
券株式会社

東京都千代田区丸の内２丁目５番２号 933 1.59

ＣＢＣ株式会社 東京都中央区月島２丁目15番13号 800 1.36

みずほ証券株式会社 東京都千代田区大手町１丁目５番１号 697 1.19

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町１丁目１番２号 600 1.02

モルガンスタンレーアンドカンパ
ニーインターナショナルピーエル
シー
（モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証
券株式会社）

25 Cabot Square,Canary Wharf,London E14
4QA,U.K.
（東京都渋谷区恵比寿４丁目20番３号
恵比寿ガーデンプレイスタワー）

514 0.87

ミヤノ社員持株会 福島県西白河郡矢吹町赤沢500番地 512 0.87

日本マスタートラスト信託銀行株式
会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 330 0.56

バンク　オブ　ニューヨーク　ジー
シーエム　クライアント　アカウンツ
　エム　エルエスシービー
（株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行）

1 CHURCHILL PLACE,LONDON E145HP,U.K
（東京都千代田区丸の内２丁目７番１号）

314 0.53

計 － 43,600 74.50

（注）１．上記のほか、当社所有の自己株式が955千株（1.63％）あります。

２．上記日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、330千株であります。

３．イチゴ・アセット・マネジメント・インターナショナル・ピーティーイー・リミテッド（報告義務発生日　平成20

年10月15日）及びインダス・キャピタル・パートナーズ・エル・エル・シー（報告義務発生日　平成20年10月15

日）から、大量保有報告書の提出があり、次のとおり株式を所有している旨報告を受けておりますが、当社として当

第２四半期会計期間末現在における当該法人名義の実質所有株式数の確認ができませんので、上記「大株主の状

況」では考慮しておりません。

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

イチゴ・アセット・マネジメント・
インターナショナル・ピーティー
イー・リミテッド
（シティユーワ法律事務所）

1 North Bridge Road, #06-08 High Street
Centre Singapore 179094
東京都千代田区丸の内２丁目２番地２号丸の
内三井ビル

1,826 3.12

インダス・キャピタル・パートナー
ズ・エル・エル・シー
（ホワイト＆ケース法律事務所）

152 West 57th Street, 28th Floor, New
York 10019, U.S.A
東京都千代田区神田錦町１丁目19番地１号神
田橋パークビルヂング

1,813 3.09
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

   平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式　　　955,000

― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　 57,498,000 57,498 ―

単元未満株式 普通株式　　　 72,000 ― ―

発行済株式総数 58,525,000 ― ―

総株主の議決権 ― 57,498 ―

　　　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式394株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
株式会社ミヤノ

福島県西白河郡矢
吹町赤沢500番地

955,000 ― 955,000 1.63

計 ― 955,000 ― 955,000 1.63

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 134 114 114 106 101 97

最低（円） 97 89 95 94 80 80

（注）１．最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　　　２．当社は、平成22年10月1日付で、シチズンホールディングス株式会社を完全親会社、当社を完全子会社とする株式交換を

実施しており、本株式交換に伴い、平成22年９月28日付で上場廃止となっております。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64

号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成

21年１月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結会計期間（平

成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日ま

で）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22

年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表については、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、あずさ監査法人は監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となっており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,556,436 2,150,917

受取手形及び売掛金 4,312,674 2,116,835

商品及び製品 1,891,613 2,044,161

仕掛品 812,350 972,454

原材料及び貯蔵品 1,179,666 621,944

その他 888,427 946,478

貸倒引当金 △71,847 △68,126

流動資産合計 10,569,320 8,784,665

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,284,420 2,389,660

機械装置及び運搬具（純額） 1,008,012 1,149,778

土地 1,970,437 1,970,437

その他（純額） 239,413 275,540

有形固定資産合計 ※1
 5,502,283

※1
 5,785,416

無形固定資産

その他 660,515 656,274

無形固定資産合計 660,515 656,274

投資その他の資産

投資有価証券 28,745 28,745

繰延税金資産 192,596 5,503

その他 240,560 257,561

貸倒引当金 △1,817 △1,816

投資その他の資産合計 460,084 289,993

固定資産合計 6,622,883 6,731,685

資産合計 17,192,203 15,516,350
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,072,016 1,438,572

短期借入金 ※3
 1,100,000

※3
 1,280,000

1年内償還予定の社債 500,000 500,000

1年内返済予定の長期借入金 500,000 599,960

未払法人税等 30,909 8,822

賞与引当金 163,098 1,916

役員賞与引当金 6,600 －

事業再編整理損失引当金 7,190 160,500

製品保証引当金 20,095 8,385

その他 337,578 362,681

流動負債合計 6,737,488 4,360,838

固定負債

社債 1,300,000 1,550,000

長期借入金 1,400,000 1,875,070

再評価に係る繰延税金負債 305,723 305,723

退職給付引当金 782,267 777,648

その他 56,945 169,847

固定負債合計 3,844,936 4,678,289

負債合計 10,582,424 9,039,127

純資産の部

株主資本

資本金 2,651,250 2,651,250

資本剰余金 2,221,186 2,221,186

利益剰余金 3,310,661 3,034,358

自己株式 △48,050 △47,868

株主資本合計 8,135,047 7,858,927

評価・換算差額等

土地再評価差額金 128,504 128,504

為替換算調整勘定 △1,653,907 △1,510,352

評価・換算差額等合計 △1,525,402 △1,381,847

少数株主持分 133 143

純資産合計 6,609,779 6,477,222

負債純資産合計 17,192,203 15,516,350

EDINET提出書類

株式会社ミヤノ(E01732)

四半期報告書

13/30



（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 3,266,006 6,670,963

売上原価 3,016,982 4,845,907

売上総利益 249,023 1,825,056

販売費及び一般管理費 ※1
 1,605,710

※1
 1,515,475

営業利益又は営業損失（△） △1,356,686 309,580

営業外収益

受取利息 2,746 388

受取賃貸料 － 7,552

受取配当金 6,473 200

持分法による投資利益 8,365 －

助成金収入 101,448 －

為替差益 57,456 －

その他 39,868 5,379

営業外収益合計 216,360 13,521

営業外費用

支払利息 20,164 34,918

為替差損 － 110,078

その他 24,129 17,830

営業外費用合計 44,294 162,827

経常利益又は経常損失（△） △1,184,621 160,274

特別利益

固定資産売却益 861 2,658

子会社清算益 － 2,367

特別利益合計 861 5,026

特別損失

固定資産除売却損 － 15,773

事業再編整理損 26,971 5,164

事業再編整理損失引当金繰入額 ※2
 683,876 －

子会社清算損 － 4,640

その他 5,172 －

特別損失合計 716,020 25,577

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,899,780 139,722

法人税等 ※3
 △191,734

※3
 △136,578

少数株主損益調整前四半期純利益 － 276,301

少数株主損失（△） △1,923 △1

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,706,121 276,302
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 1,401,672 3,611,756

売上原価 1,482,769 2,609,809

売上総利益又は売上総損失（△） △81,097 1,001,947

販売費及び一般管理費 ※1
 793,399

※1
 764,892

営業利益又は営業損失（△） △874,496 237,055

営業外収益

受取利息 1,535 251

受取賃貸料 － 2,321

受取配当金 200 －

助成金収入 71,417 －

為替差益 34,229 －

その他 20,788 1,929

営業外収益合計 128,171 4,502

営業外費用

支払利息 12,191 17,440

為替差損 － 12,880

持分法による投資損失 2,355 －

その他 1,719 8,886

営業外費用合計 16,266 39,207

経常利益又は経常損失（△） △762,591 202,350

特別利益

固定資産売却益 861 1,426

子会社清算益 － 2,367

特別利益合計 861 3,793

特別損失

固定資産除売却損 － 1,950

事業再編整理損 － 4,729

事業再編整理損失引当金繰入額 ※2
 22,847 －

子会社清算損 － 4,640

その他 4,033 －

特別損失合計 26,881 11,320

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△788,611 194,824

法人税等 ※3
 133,970

※3
 30,871

少数株主損益調整前四半期純利益 － 163,952

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2,938 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △919,643 163,952
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△1,899,780 139,722

減価償却費 211,020 244,279

貸倒引当金の増減額（△は減少） 36,394 10,377

賞与引当金の増減額（△は減少） 71,172 161,478

製品保証引当金の増減額（△は減少） △2,013 11,710

事業再編整理損失引当金の増減額（△は減少） 683,876 △153,310

退職給付引当金の増減額（△は減少） △58,235 4,618

受取利息及び受取配当金 △9,220 △588

支払利息 20,164 34,918

為替差損益（△は益） △48,419 78,205

売上債権の増減額（△は増加） 2,406,518 △2,267,365

たな卸資産の増減額（△は増加） 797,002 △366,154

仕入債務の増減額（△は減少） △3,820,646 2,682,359

その他 △699,011 △41,815

小計 △2,311,177 538,434

利息及び配当金の受取額 9,220 588

利息の支払額 △25,682 △35,618

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △89,677 396

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,417,317 503,801

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △233,848 △68,799

有形固定資産の売却による収入 7,663 12,953

無形固定資産の取得による支出 △353,739 △35,397

その他 △130 1,856

投資活動によるキャッシュ・フロー △580,055 △89,386

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,600,000 △180,000

長期借入れによる収入 900,000 －

長期借入金の返済による支出 △100,000 △575,030

社債の償還による支出 △200,000 △250,000

自己株式の取得による支出 － △182

配当金の支払額 △229,101 △306

リース債務の返済による支出 △4,760 △9,767

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,966,138 △1,015,285

現金及び現金同等物に係る換算差額 11,050 6,390

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,020,184 △594,480

現金及び現金同等物の期首残高 2,639,062 2,150,917

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,618,877

※1
 1,556,436
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

(1)連結の範囲の変更

　当第２四半期連結会計期間において、連結子会社であったミヤノマシナリータイラン

ド Co.,Ltd.及びミヤノマシナリーアジア Co.,Ltd.は清算結了したため、連結の範囲

から除外しております。

（2）変更後の連結子会社の数

7社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

（資産除去債務に関する会計基準の適用）

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　この変更による損益に与える影響はありません。

 

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

　１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　２．前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「受取賃貸料」は、営業外収益総額の

100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記しております。なお、前第２四半期連結累計期間の

営業外収益の「その他」に含まれる「受取賃貸料」は、5,330千円であります。

　３．前第２四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めていた「固定資産除売却損」は、特別損失総額の

100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記しております。なお、前第２四半期連結累計期間の

特別損失の「その他」に含まれる「固定資産除売却損」は、5,172千円であります。

 

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　２．前第２四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「受取賃貸料」は、営業外収益総額の

100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記しております。なお、前第２四半期連結会計期間の

営業外収益の「その他」に含まれる「受取賃貸料」は、3,352千円であります。

　３．前第２四半期連結会計期間において、特別損失の「その他」に含めていた「固定資産除売却損」は、特別損失総額の

100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記しております。なお、前第２四半期連結会計期間の

特別損失の「その他」に含まれる「固定資産除売却損」は、4,033千円であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の算

定方法

　在外子会社における法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額

控除項目を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、前連結会計年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計

年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっ

ており、前連結会計年度末以降に経営環境等、または、一時差異等の発生状況に著しい変

化が認められた場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス

・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっておりま

す。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

 

【追加情報】

　該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額 6,328,195千円

　

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額 6,284,673千円

　

　２　偶発債務（保証債務） 　２　偶発債務（保証債務）

　連結会社以外の会社について、下記のとおり債務保証

を行っております。

　連結会社以外の会社について、下記のとおり債務保証

を行っております。

 

保証先
金額
（千円）

内容

販売先（3社） 3,172リース債務

計 3,172 

　

 

保証先
金額
（千円）

内容

販売先（8社） 4,649リース債務

計 4,649 

　

※３　貸出コミットメントライン契約 ※３　貸出コミットメントライン契約

　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀

行３行と貸出コミットメントライン契約を締結してお

ります。

　当四半期連結会計期間末における貸出コミットメン

トラインに係る借入未実行残高は、次のとおりであり

ます。

　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀

行３行と貸出コミットメントライン契約を締結してお

ります。

　当連結会計年度末における貸出コミットメントライ

ンに係る借入未実行残高は、次のとおりであります。

 

貸出コミットメントラインの総額 1,600,000千円

借入実行額 800,000千円

差引額 800,000千円

　

 

貸出コミットメントラインの総額 1,600,000千円

借入実行額 1,280,000千円

差引額 320,000千円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

 

運賃荷造費 90,777千円

貸倒引当金繰入額 32,071千円

給料手当 561,525千円

賞与引当金繰入額 32,822千円

退職給付費用 50,336千円

支払手数料 169,173千円

減価償却費 30,357千円

　

 

運賃荷造費 152,101千円

貸倒引当金繰入額 10,861千円

給料手当 416,311千円

賞与引当金繰入額 71,233千円

役員賞与引当金繰入額 6,600千円

退職給付費用 30,906千円

支払手数料 179,113千円

減価償却費 65,552千円

　

※２　事業再編整理損失引当金繰入額 ２　──────

　主な内訳は、割増退職金及び転進支援費用、拠点統廃

合に伴う固定資産の除却及び移転費用等であります。

 

※３　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。

※３　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

 

運賃荷造費 45,080千円

貸倒引当金繰入額 33,677千円

給料手当 287,929千円

賞与引当金繰入額 14,148千円

退職給付費用 18,895千円

支払手数料 69,771千円

減価償却費 15,463千円

　

 

運賃荷造費 85,467千円

貸倒引当金繰入額 5,650千円

給料手当 198,525千円

賞与引当金繰入額 71,103千円

役員賞与引当金繰入額 6,600千円

退職給付費用 15,367千円

支払手数料 72,734千円

減価償却費 39,422千円

　

※２　事業再編整理損失引当金繰入額 ２　──────

　主な内訳は、拠点統廃合に伴う固定資産の除却及び移

転費用等であります。

 

※３　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。

※３　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年９月30日現在）

 

 （千円）

現金及び預金勘定 1,618,877

現金及び現金同等物 1,618,877

　

 

 （千円）

現金及び預金勘定 1,556,436

現金及び現金同等物 1,556,436
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22

年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　58,525,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　 　　955,394株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

５．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自平成21

年１月１日　至平成21年６月30日）

　当連結グループは「工作機械事業」の専業メーカーとして、同一セグメントに属するＮＣ旋盤及びその周辺機器等

の製造、加工、販売を行っており、当該事業以外の事業の種類がないため、記載を省略しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

欧州
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売
上高

1,008,107283,58059,94450,0401,401,672 － 1,401,672

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

197,5644,892 28 4,946207,431(207,431)－

計 1,205,671288,47259,97354,9861,609,103(207,431)1,401,672

営業損失 587,92870,30188,33369,980816,543(57,953)874,496

 

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

欧州
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売
上高

2,411,896493,869244,026116,2133,266,006 － 3,266,006

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

302,8686,688 28 41,927351,513(351,513)－

計 2,714,764500,558244,055158,1413,617,519(351,513)3,266,006

営業損失 790,246126,067143,019133,2781,192,612(164,074)1,356,686

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

欧州………ドイツ、イギリス

北米………アメリカ

アジア……タイ、フィリピン、中国

３．会計処理の原則及び手続きの変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、当連結会計年度の第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号）を適用しております。この

変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業損失は、日本で62,516千円増加

しております。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 欧州 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 283,580 59,503 358,613 440 702,138

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 1,401,672

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上
高の割合（％）

20.2 4.2 25.6 0.0 50.1

 

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日）

 欧州 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 493,869 241,171 508,401 3,772 1,247,215

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 3,266,006

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上
高の割合（％）

15.1 7.4 15.6 0.1 38.2

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

欧州………ドイツ、イギリス

北米………アメリカ

アジア……タイ、フィリピン、中国

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当連結グループは、主に国内でＮＣ旋盤及びその周辺機器等の製造、加工を行い、世界各国に製品を提供しており

ます。当社を中心として、各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。したがって、当社の報告セ

グメントは、販売を基礎とした所在地別のセグメントから構成されており、「日本」、「欧州」、「北米」、「アジ

ア」の４つを報告セグメントとしております。

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

 
日本
（千円）

欧州
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計（千円）

売上高
(1)外部顧客に対する
売上高

4,211,8881,004,626833,980 620,4676,670,963

(2)セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

1,356,534 1,641 3,852 257,1541,619,183

計 5,568,4231,006,267837,833 877,6228,290,146

セグメント利益又は損失（△） 534,537 26,698 57,559 37,757 656,552
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　当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

 
日本
（千円）

欧州
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計（千円）

売上高
(1)外部顧客に対する
売上高

2,309,509520,124 387,959 394,1633,611,756

(2)セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

1,023,123 824 684 149,2861,173,919

計 3,332,633520,949 388,643 543,4494,785,675

セグメント利益又は損失（△） 396,915 △5,502 27,403 39,451 458,267

 

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

利益 金額（千円）

報告セグメント計 656,552

セグメント間取引消去 138,263

全社費用（注） △485,235

四半期連結損益計算書の営業利益 309,580

 

　当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

利益 金額（千円）

報告セグメント計 458,267

セグメント間取引消去 38,480

全社費用（注） △259,691

四半期連結損益計算書の営業利益 237,055

　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年

３月21日）を適用しております。

 

（金融商品関係）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動が認められな

いため、記載を省略しております。

 

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認めら

れないため、記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。
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（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

１．ストック・オプションに係る当第２四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　該当事項はありません。

 

２．当第２四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

　該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

　当社は、各営業所等の不動産賃貸借契約に基づく、退去時における原状回復に係る債務は有しておりますが、金額

が軽微であるため、当該債務に見合う資産除去債務は計上しておりません。

 

（賃貸等不動産関係）

　賃貸等不動産につきましては、前連結会計年度末と比較して著しい変動が認められないため、記載を省略しており

ます。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

 
１株当たり純資産額 114.81円
　

 
１株当たり純資産額 112.51円
　

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

 
１株当たり四半期純損失金額 △29.63円
　

 
１株当たり四半期純利益金額 4.80円
　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）　１株当たり四半期純利益金額又は損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △1,706,121 276,302

普通株主に帰属しない金額（千円） － ─

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失（△）

（千円）
△1,706,121 276,302

期中平均株式数（千株） 57,573 57,570

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

───── ─────

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

 
１株当たり四半期純損失金額 △15.97円
　

 
１株当たり四半期純利益金額 2.85円
　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）　１株当たり四半期純利益金額又は損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △919,643 163,952

普通株主に帰属しない金額（千円） － ─

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失（△）

（千円）
△919,643 163,952

期中平均株式数（千株） 57,573 57,570

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

───── ─────
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（重要な後発事象）

　当社は、平成22年５月18日開催の取締役会において、シチズンホールディングス株式会社（以下「シチズンホールディン

グス」）を株式交換完全親会社、当社株式交換完全子会社とする株式交換（以下「本株式交換」）を行うことが決議さ

れ、平成22年10月１日にシチズンホールディングスの完全子会社となりました。また、平成22年10月18日開催の取締役会に

おいて、シチズンホールディングスの連結子会社であるシチズンマシナリー株式会社（以下「シチズンマシナリー」）と

当社の合併と、これに伴う商号変更について決議いたしました。

 

1.合併の理由

　シチズンマシナリー及び当社は両社共同で策定した産業用機械事業の2012年度中期経営計画ビジョンの早期実現のた

め、両社事業の一体経営とともに迅速な意思決定が出来る法人格の統合がベストであると判断し、小径長尺部品加工に強

みを持つシチズンマシナリーと中径短尺部品加工に強みを持つ当社が合併し、事業及び商材の選択と集中を進めると同時

に、新興国市場の生産・販売体制を再構築し拡販を推進します。

 

2.合併の日程

　合併契約締結予定日　　　　　平成22年12月24日

　合併の予定日（効力発生日）　平成23年４月１日

 

3.合併の方式

　当社を存続会社とする吸収合併方式で、シチズンマシナリーは解散します。

　なお、存続会社の商号をシチズンマシナリーミヤノ株式会社に変更し、本店所在地を長野県北佐久郡御代田町に移転しま

す。

 

4.合併に関する割当の内容

　当社及びシチズンマシナリーは、いずれもシチズンホールディングスの100％子会社であるため、合併による新株式の発

行及び資本金の増加並びに合併交付金はありません。

 

5.合併当事会社の概要（平成22年３月31日現在）

商号 株式会社ミヤノ

（存続会社）

シチズンマシナリー株式会社

（消滅会社）

事業内容 工作機械の製造、販売、サービス 工作機械の製造、販売、サービス

設立年月日 昭和18年７月 昭和57年７月

本店所在地 福島県西白河郡矢吹町赤沢500番地 長野県北佐久郡御代田町大字御代田

4107番地６

代表者 代表取締役社長　齊藤　佳春 代表取締役社長　杉本　健司

資本金 2,651百万円 498百万円

 

6.新会社の概要

商号 シチズンマシナリーミヤノ株式会社

事業内容 工作機械の製造、販売、サービス

本店所在地 長野県北佐久郡御代田町大字御代田

4107番地６

代表者 代表取締役社長　杉本　健司

取締役副社長　　齊藤　佳春

資本金 2,651百万円

 

（リース取引関係）

リース取引開始日が、「リース取引に関する会計基準」の適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

について引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当該取引残高は前連結会計年度末

と比べて著しい変動は認められないため記載を省略しております。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年８月10日

株式会社ミヤノ

取締役会　御中

 

あずさ監査法人

 

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岩崎　雅樹　　印

 

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 野口　昌邦　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミヤノの平

成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミヤノ及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年11月15日

株式会社ミヤノ

取締役会　御中

 

有限責任　あずさ監査法人

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩崎　雅樹　　印

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野口　昌邦　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミヤノの平

成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミヤノ及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成22年10月18日開催の取締役会において、シチズンマシナリー株式会

社と合併することを決議している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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